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梅雨降水と熱帯低気圧活動の大規模大気循環を介しての共変動性
Covariability between the Baiu Precipitation and Tropical Cyclone Activity through Large-
Scale Atmospheric Circulations
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梅雨降水及び西部北太平洋における熱帯低気圧活動の経年変動はエルニーニョ・南方振動（ENSO）及び対流圏 2年振
動（TBO）による大規模大気循環と結びついている。本研究では梅雨降水と西部北太平洋の熱帯低気圧活動との間のこ
の大規模大気循環を介しての共変動特性を調査する。

ENSOと関連して東部熱帯太平洋の海面水温（SST）が低い年の梅雨期、フィリピン諸島周辺の熱帯低気圧の個数は顕
著に増加する。一方、TBOと関連して東部熱帯太平洋の SSTが低い年の梅雨期、日本の南東沖周辺で熱帯低気圧の強度
が顕著に増大する。この 2つの偏差的な熱帯低気圧活動は、各々その場での大規模な低気圧性循環を増幅し、それがモ
ンスーン西風の軸の位置を移動させ、梅雨降水偏差をもたらす。これらの変化は ENSOや TBOの位相に依存しており、
東部熱帯太平洋の SSTが高い年の梅雨期では、両変動における熱帯低気圧活動の大規模大気循環場の形成に及ぼす影響
は小さいかまたは逆の影響を及ぼす。このように、熱帯低気圧活動は大規模循環を介して梅雨降水と共変動するが、そ
の共変動性は ENSOや TBOの位相に応じ非対称的である。
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